
福島県環境創造センター（仮称）の組織運営体制等（案） 

○環境創造センターを効果的・効率的に運営するための会議体について 

基本構想 

 

委員会での検討結果を踏まえた対応案 

会議名 役割 構成員 具体的な構成員 開催頻度 その他 

評議 

委員会 

中長期取組方針や年次計

画に県民や地元自治体の

ニーズを反映 

各界・各層の県民、市町村

代表者等 

県環境審議会の委員構成に

準じ 10～15名程度 
年１～２回程度 

会議名を 

県民委員会と

する 

運営戦

略会議 
中長期取組方針の策定 大学、研究機関、関係省庁 

県、ＪＡＥＡ、国環研、 

文部科学省、環境省の代表者

及び外部専門家 

年１～２回程度 

 

連絡調

整会議 

具体的な年次計画の策定 

センター運営に関する連

絡調整 

環境創造センターを構成す

る各部門の代表者 

環境創造センターを構成す

る県、ＪＡＥＡ、国環研の所

長、副所長及び環境創造セン

ターに設置する各部門長 

月１～２回程度 

 

 

○調査・研究における関係機関の連携を強化するための部門別運営体制について 

部門別運営体制 
環境創造センターの各部門ごとに県、ＪＡＥＡ、国立環境研究所及び関係する大学・研究機関の連携を強化するた

め、関係者で組織する部門会議を設置する。 

資料 １ 



※ 「福島県環境創造センター（仮称）基本構想」より抜粋 
 

 

 

環境創造センターの運営体制に係る模式図 

○関係省庁担当課室長連
絡検討会

・基金とは別に経常的なプロジェ
クト推進予算の確保

・福島県、ＪＡＥＡ、国環研等に予
算を配分

・環境創造センターの支援体制
の調整等

国

※ 名称は全て仮称

環 境 創 造 セ ン タ ー 各 部 門

運営戦略会議
・大学、研究機関等
・中長期取組方針の策定

評議委員会

・各界・各層の県民、市町村
代表等
・中長期取組方針や年次計
画等に県民意見や地元自
治体意見を反映

意見・助言

意見・助言連絡調整会議
・各部門の代表者
・年次計画の策定

（福島県、ＪＡＥＡ、国環研等）

○各委員会・会議の事務局
○基金の管理

福島県

連携

国外の
研究機関

県内の
自治体

大学等
ＮＰＯ/
ＮＧＯ

民間企業

除染に取
組む県外
自治体

除染情報
プラザ

国内の
研究機関


